
未
来
へ
つ
な
が
る
︒

学
び
紡
い
だ

年
が
︑

写真左から 普通科第62期生  井上勇気 / 普通科第53期生  竹下伸也 / 普通科第55期生  豊田啓司 / 普通科第45期生  大谷弘一郎 / 調理科第33期生  恩田照子
普通科第64期生  北野快輝 / 普通科第39期生  塚田秀典 / 普通科第42期生  津森康介 / 普通科第45期生  砂流潤一 / 普通科第49期生  浅津ゆうこ

����年、
創立���周年に。

本学園は令和6(2024)年に創立100周年を迎えます。大正13(1924)年に、松江ミシン裁縫女学院として創設され、その後、松江

家政高等学校、松江第一高等学校と改称し平成6(1994)年に開星高等学校に改称し、開星中学校を開設いたしました。

この間、建学の精神「品性の向上をはかり、社会の発展に役立つ有望な人材を育成する。」のもと、卒業生や地域の皆様方に支え

られて発展してまいりました。また、ここに並ぶ教員は本校の卒業生であり、この他にも普通科第44期生 石倉一希さんや、各部活

動指導者（コーチ）として多くの卒業生が学園内で活躍しています。



急激に変化する現代社会において必要とされる「探
究力」。開星では探究的な学びが常に生徒を取り囲ん
でいます。自ら課題を見つけ、主体的に考え、行動し、
問題を解決する力を育みます。

部活動にも探究活動を取り入れ、自分たちで考える
部活動を行っています。各部インターハイ出場や、春夏
甲子園13回出場、柔道部・テニス部・陸上競技部で5回
全国制覇を果たしました。また、プロバレーボール選手
1名・プロテニスプレーヤー1名・プロ野球選手6名など、
多くのプロ選手を輩出しています。

開星の現役希望進路達成率は100%。
卒業しても、「なりたい自分」になるための道の途中。
卒業生全員が、次のステージで、なりたい自分になる
ために自分を磨き続けています。

青春であり、自分の人生の出発点

野津 直嗣

島根県議会議員
宍道湖・中海問題等対策特別委員会 委員長
開星高校一期生
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部活の活躍先進的な人材育成

お問合せ 学校法人 大多和学園 開星中学校・高等学校　寄附金係
〒690-0017 松江市西津田9-11-1 ☎ 0852-21-4915

学校法人大多和学園
創立���周年記念事業募金へ
ご協力のお願い

短期大学
9名

2021年度
進路状況
（のべ人数）

就職
32名

四年制大学
110名専門学校など

61名

私は開星高校の第１期生で、部活はサッカー部でした。卒業後は松江市でサッカーの
コーチやバンドマンとしても活動し、近年では市議会議員を4期務めていました。
学校の中には、キャリア教育という言葉もない時代から、まさしく“熱量のある人と人
とのコミュニケーション拠点”がありました。そこで「学問」からは学べなかったであろう、
人として大切なことを学んだのではと思います。実際に多くの卒業生が今、好奇心と挑戦
心を持って松江市内や県内外で活躍している姿に私は出会ってきました。
教育の低下が問題視される現代において、母校・開星高校が多くの熱量を放ち続ける
学びの場であるために同窓会一丸となって支えていきたいと思います。

皆様におかれましては、本学園教育活動の充実・発展のために多大な
ご支援・ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
建学の精神「品性の向上をはかり、社会の発展に役立つ有望な人材を
育成する。」のもと、多くの卒業生、そして地域の皆様方に支えられて
発展してまいりました。今後さらなる生徒への支援の充実と学園の
ゆるぎない発展に資することを目的に「学校法人大多和学園創立
100周年記念事業募金」を募ることとしました。つきましては、この記念
事業の趣旨にご賛同いただき、格別のご支援ご協力を賜りたく、心から
お願い申し上げます。

本学園に通われる生徒の皆さんの学習環境・生活環境の改善やさらなる充実のために使用いたします。
すでに先行して体育館へのエアコン設置などを実現しています。

開星中学校・高等学校
100周年記念特設WEBサイト

寄付金の使い道について

進学実績

鍵付きロッカー、エアコン、自販機の設置

ドリームアリーナへのエアコン設置、食堂の改修など


